
　社会資本総合整備計画 社会資本整備総合交付金             令和05年12月12日

計画の名称 紫波町古館駅前地区都市再生整備計画

計画の期間   平成３１年度 ～   令和０５年度 (5年間) 重点配分対象の該当 〇

交付対象 紫波町

計画の目標 駅を中心とした持続可能なまちづくり

・快適な交通ネットワーク再構築による賑わいの創出

・駅を中心とした公共交通網の形成により、高齢者にやさしいまちの実現

・地域住民の安全安心な歩行空間を確保

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）                 381  Ａ                 381  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

H30 - H35

   1 地区内に流入した居住人数の増加

基準年度（H29、H35)から過去5年間で地区内へ流入した居住人数の合計 626人 人 635人

   2 地区内における年間のデマンド型乗合バス乗降者数の増加

地区内における年間デマンド型乗合バス乗降者数 886人/年 人/年 1171人/年

   3 地区内に整備する自転車歩行者専用道路における１日の交通量の増加

地区内に整備する自転車歩行者専用道路における１日の交通量 5人/日 人/日 79人/日

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む － 避難確保計画の策定 避難行動要支援者名簿の提供

1 案件番号： 0000534071



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H31 R02 R03 R04 R05 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市再生整備計画事

業

A10-001 都市再生 一般 紫波町 直接 紫波町 － － 古館駅前地区都市再生整

備計画

駅前広場、駐輪場整備等 紫波町  ■  ■  ■  ■  ■         381 －

 小計         381

合計         381

1 案件番号： 0000534071



（参考図面）市街地整備

計画の名称 紫波町古館駅前地区都市再生整備計画

計画の期間 令和1年度　～　令和5年度　（５年間） 交付対象 紫波町
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紫 波 町

矢 巾 町

■基幹事業 道路
（自転車歩行者用専用道路
町道古館 47号線 W=3.0m,L=193m）
事業主体 紫波町

凡 例
古館駅前地区(面積:68.0ha)

■基幹事業 道路
（駅前広場 A=2380㎡）
事業主体 紫波町

■基幹事業 地域生活基盤施設
（駐輪場 A=650㎡）
事業主体 紫波町

基幹事業

関連事業

提案事業

□提案事業
事業効果分析
事業主体 紫波町

〇関連事業
空家等対策事業
事業主体 紫波町

■基幹事業 道路
（自転車歩行者用専用道路
町道古館 73号線 W=3.0m,L=84m）
事業主体 紫波町

〇関連事業 道路
（歩行空間 町道古館 59号線ほか2路線

W=1.0m～2.0m,L=198m）
事業主体 紫波町

■基幹事業 高質空間形成施設
（融雪装置 A=220㎡）
事業主体 紫波町

■基幹事業 高質空間形成施設
（ 待合 N=1基、 N=3基）
事業主体 紫波町


